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「一杯の冷たい水」 

（マタイによる福音書10: 40-42） 

司祭ヨセフ太田信三 

今日までの３主日、主イエスが十二使徒を選び出し、派遣する際に語った、いわゆる派

遣説教が読まれました。今日はその締めくくりの箇所です。これまで主イエスは、弟子た

ちが狼の中の羊のように遣わされること、迫害や拒絶に直面すること、時には家族との対

立さえ経験することを語ってこられました。弟子たちが派遣される世界は、決して生きや

すい世界ではありません。人が人を裁き、排除し、自分も他者も小さくしてしまう世界で

す。その最後に主イエスは言われます。 

「あなたがたを受け入れる者は、私を受け入れる。」 

ここで主イエスは、弟子たちの能力や立派さを語られません。むしろ、迫害され、小さ

くされる弟子たちの中に、ご自身がおられると言われたのです。そして最後に、こう語ら

れます。 

「私の弟子だということで、この小さな者の一人に、冷たい水を一杯でも飲ませてくれ

る人は、必ずその報いを受ける。」 

この言葉を読むと、「水一杯くらいなら簡単なこと」と思うかもしれません。しかし、当

時のパレスチナで水は決して当たり前のものではありませんでした。人々は毎朝、井戸ま

で水を汲みに行かなければなりません。まして冷たい水が用意されているということは、

誰かを迎える備えを怠っていなかった、ということかもしれません。 

「あなたを歓迎します。」「ここで休んでください。」 

冷たい水一杯は、そのしるしのように感じられます。しかも、その水は自分や家族が生

きるための大切な水でもあります。その限られたものを分け与えるということは、「あなた

も私たちと同じように大切な存在だ」と認めることに他なりません。主イエスは、そのよ

うな小さな歓待の中に神の国を見ておられます。 

私たちの社会は、今もなお人を評価し、順位をつけます。役に立つか立たないか、成功

しているか、していないか。そうした価値観の中で、人は自分自身を、他者を減点しなが

ら生きています。そして気づかぬうちに、誰かを「小さな者」にしてしまいます。けれど

も主イエスは、その小さくされた人の中にご自身を見ておられます。ゆえに教会は、この

世の評価を繰り返す場所であってはなりません。神に愛されている命を見出す場所でなけ

ればなりません。 

教会は給水所です。この世で小さくされ、渇き、疲れた人々が立ち寄り、水を飲むこと

のできる場所です。そして私たち自身もまた、互いに水を汲み、互いに水を飲ませ合うこ

とで生きています。この交わりによって、私たちは「冷たい水」をいつもいただき、備え

ている者たちでありたいと願います。主イエスは今日も、「小さな者」の中におられます。

小さくされ、渇く人を迎え入れ、一杯の冷たい水を差し出す時、私たちはイエスさまと共

にいるのです。 


